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去
る
令
和
元
年
5
月
1
1
日
（
土
）
、
学
習
院
放
送
研
究
部
〇

B
O
G
会
「
春
秋
会
」
の
第
9
回
総
会

・
懇
親
会
が
学
習
院

目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
内

「目
白
倶
楽
部
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
昭
和
32
年
卒
業
か
ら
平
成
10
年
卒
業
ま

で
の
会
員
総
勢
42
名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
定
刻
の
正
午
に
開
始
。
議
事
に
先
立
ち
、
ご
来

賓
の
学
習
院
桜
友
会
会
長
東
園
基
政
様
よ
り
ご
挨
拶
を
頂

い
た
後
、
昭
和
41
年
卒
業
の
高
橋
勝
彦
副
会
長
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
平
成
30
年
度
の
活

「

動
報
告
、
会
計
報
告
、
役
員

改
選
、
令
和
元
年
度
の
活
動

予
定
を
発
表
、
審
議
の
末
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。総

会
に
続
き
、
昭
和
33
年

卒
業
の
山
本
時
雄
春
秋
会
名

誉
会
長
か
ら
、
昨
年
好
評
を

ヽ

＊
贔

如
，

r

• 

春秋会 高橋新会長

博
し
た
講
演
の
第
2
弾
と
し

て
、
元
日
本
テ
レ
ビ
チ
ー
フ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
た
ご
自
身
の
経
歴

を
回
顧
さ
れ
た

『ド
ラ
マ
タ

レ
ン
ト
の
思
い
出
②
』
を
お

話
し
頂
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
今
年
度
選

出
さ
れ
た
高
橋
勝
彦
会
長
の

乾
杯
の
ご
発
声
で
宴
を
始
め
、
会
半
ば
で
は
、
初
参
加
や
久

方
ぶ
り
に
ご
参
加
さ
れ
た
会
員
か
ら
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
も
放
送
研
究
部
現
役
の
学
生
が
ゲ
ス
ト

と
し
て
参
加
し
、
世
代
を
超
え
た
懇
親
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

最
後
に
昭
和
44
年
卒
業
の
加
藤
正
彦
副
会
長
に
よ
る
締
め

の
ご
挨
拶
の
後
、
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
来
年
の
再
会

を
約
し
て
午
後
2
時
30
分
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

学習院桜友会 東園会長

二

誓
回
学
習
院
放
送
研
究
部
春
秋
会
開
催
の
ご
報
告
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令和元年 5月11日 （上） 於 学習院大学 目白倶楽部

昭
和
32
年
卒
業

山

田

彦

明

昭
和
33
年
卒
業
〈
短
〉

下
村
究
子
（
旧
姓
今
泉
）

昭
和
33
年
卒
業

山

本

時

雄

昭
和

36年
卒
業

大

枝

夏

樹

岡

崎

文

彦

山

東

直

樹

昭
和
37年
卒
業

前

田

博

昭
和
38年
卒
業

上

杉

健

司

昭
和
40
年
卒
業

竹

内

正

博

昭
和
41
年
卒
業

高

橋

勝

彦

昭
和

43年
卒
業

石
井
和
子
（
旧
姓
山
口
）

石
村
幸
子
（
旧
姓
小
林
）

昭
和
44
年
卒
業

加

藤

正

彦

越

村

勝

利

昭
和

45年
卒
業

川

口

敬

一

昭
和
48年
卒
業

善

利

秀

臣

昭
和
56年
卒
業

鈴

木

和

典

昭
和
57年
卒
業
〈
短
〉

早
見
智
子
（
旧
姓
仮
屋
曲
）

昭
和
57
年
卒
業

津
久
井
美
子
（
旧
姓
川
島
）

昭
和
58
年
卒
業

泉

本

和

彦

黒
田
志
津
子
（
旧
姓
谷
口
）

松

浦

理

昭
和
59
年
卒
業

飯

野

裕

之

大
木
み
ど
り
（
旧
姓
田
村
）

倉
谷
良
一

小
浜
和
美
（
旧
姓
新
井
）

高

橋

弘

之

竹

内

由

美

椿

尚

也

昭
和

60年
卒
業

鈴

木

勝

昭
和
61
年
卒
業

加

藤

千

晶

澤

田

聡

沼
上
晴
美
（
旧
姓
河
村
）

藤
野
美
英
（
旧
姓
中
根
）

見

立

索

子

森
崎
由
布
子
（
旧
姓
末
廣
）

昭
和
62年
卒
業

高

屋

典

子

昭
和
63
年
卒
業

橋
本
隆
一

平
成

3
年
卒
業

阿
部
真
紀
子
（
旧
姓
中
前
）

瀬

戸

珠

子

平
成

8
年
卒
業

杉

本

勉

平
成

10年
卒
業

新
阜
す
が
え
（
旧
姓
丸
山
）

1 新 役 員 名 博 I 

会
員
近
況

私
が
学
習
院
大
学
放
送
研
究
部
に
入
会
し
た
の
は
昭

和
34
年
で
す
か
ら

60
年
前
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
短
大

も
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
の
で
部
活
動
の
あ
る
日

は
戸
山
か
ら
目
白
ま
で
移
動
し
て
の
活
動
で
し
た
。
部

会
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
、
演
技
部
、
演
出
部
の
3
部
あ

り
私
は
演
出
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
放
送
連

盟
王
催
の
ド
ラ
マ
コ
ン
ク
ー
ル
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
シ

ナ
リ
オ
選
考
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
良
い
思

い
出
で
す
。

文
化
祭
に
は
大
講
堂
で
「
か
ぐ
や
姫
」
を
シ
ル
エ
ッ

ト
放
送
ド
ラ
マ
と
し
て
上
演
す
る
な
ど
多
忙
で
し
た
が

充
実
し
た
部
活
動
で
し
た
。

12: 00-14: 30 

名誉会長山本 時雄 （昭和33年卒）
今 長高橋 勝彦 （昭和41年卒）（前副会長）云

副会長加藤 正彦 （昭和44年卒）

幹 事 長 泉 本 和彦 （昭和58年卒）

副幹事長飯野 裕之 （昭和59年卒）

津 久井美子 （昭和57年卒）

世話役善利 秀臣 （昭和48年卒）

ヽ 計瀬戸 珠子 （平成 3年卒）（新任）云

阿部真紀子 （平成 3年卒）（新任）

会計監査越村 勝利 （昭和44年卒）（新任）

顧 問岡崎 文彦 （昭和36年卒）

上杉 健司 （昭和38年卒）

私
は
、
栄
投
士
過
程
に
お
り
ま
し
た
の
で
、
卒
業
後

は
聖
路
加
国
際
病
院
の
小
児
科
の
栄
養
士
と
し
て
結
婚

ま
で
勤
務
し
、
そ
の
後
は
専
業
主
婦
と
し
て
子
育
て
に

専
念
し
て
お
り
ま
し
た
。

43
歳
の
時
、
地
元
の
健
全
育
成
関
係
の
方
か
ら
推
岡
さ

れ
、
保
護
司
と
し
て
非
行
少
年
の
改
善
更
生
に

34
年
間
非

常
勤
の
国
家
公
務
員
の
立
場
で
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
間

約
100
名
の
少
年
の
立
ち
直
り
の
手
助
け
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
昨
年
8
月
末
に
定
年
に
よ
り
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

在
壬
中
は
殆
ど
気
持
ち
こ
ゆ
と
り
が
な
く
、
毎
日
、
気

を
張
り
つ
め
て
お
り
ま

た
の
で
、
友
人
に
勧

ら
れ
、

10
年
程
前
か

気
分
転
換
に
社
交

ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
に

い
、
パ
ー
テ
ィ
に
も

演
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ス
も
リ
タ
イ
ア
し
て
現

琶
保

護

司

退

任

し

夕

在
は
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
声
優
の
先
生
に
つ
い
て

腹
式
呼
吸
、
発
声
練
習
の
指
導
を
受
け
、
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
青

春
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
で
こ
れ
が
私
の
原
点
だ
っ
た
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

（
昭
和
36
年
短
大
卒

春
秋
会
の
皆
様
お
げ
ん
き
で
す
か
？

そ
し
て
昭
和
45
年
卒
業
の
同
期
の
皆
様
お
げ
ん
き
で

す
か
？

し
ば
ら
く
お
会
い
し
て
い
ま
せ
ん
ね
。
私
も
何
回
か

こ
の
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
同
期
の

方
々
と
は
、
な
か
な
か
お
会
い
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
年
は
卒
業
し
て
か
ら
半
世
紀
が
た
つ
の
で
、
皆
様
に

土
屋

邦
子
（
旧
姓

東
端
）
）
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（
昭
和
45
年
卒
飯
田
友
美
（
旧
姓
尾
崎
）
）

是
非
会
っ
て
み
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

さ
て
、
私
の
近
況
で
す
が
、
結
婚
し
て
し
ば
ら
く
東
京
で

す
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
家
の
家
業
を
継
ぐ
た
め
小
田
原

の
郊
外
に
あ
る
町
に
戻
り
、
そ
こ
で
主
人
と
三
十
数
年
が
ん

ば
っ
て
き
ま
し
た
。
四
年
前
に
隣
接
す
る
町
庁
舎
の
拡
張
の

た
め
店
を
閉
め
小
さ
な
事
務
所
を
駅
前
に
移
し
ま
し
た
。

今
で
は
自
由
な
時
間
が
増
え
、
こ

凡
訓
叫
〗

」告
-

i

(
リー1

、
ま
す
。
J

R
の
大
人
の
休
日
倶
楽

ト
与
3
.JP望
臼

5
に
入
会
し
て
新
幹
線
と
特
急
を
乗

り
継
い
で
伊
勢
神
宮
や
島
根
県
の
出
雲
大
社
に
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。
車
窓
か
ら
景
色
を
な
が
め
な
が
ら
、
そ
こ
で
暮
ら

す
人
の
生
活
を
想
像
し
た
り
、
日
本
地
図
を
思
い
う
か
べ
な

が
ら
今
あ
の
山
脈
を
こ
え
て
い
る
ん
だ
と
か
、
あ
の
川
を
渡

っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
描
く
の
も
楽
し
い
こ
と
で
す
。
さ
て

次
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
と
計
画
を
立
て
る
の
も
楽
し
い
も
の

で
す
。
人
生
百
年
時
代
と
は
い
え
元
気
に
動
け
な
け
れ
ば
つ

ま
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
私
達
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
は
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
の
コ
ー
ス
が
い
く
つ
か
あ
っ
て
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
私
達
も
孫
と
一
緒
に

プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

元
気
で
自
立
し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
毎
日
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

来
年
の
春
秋
会

に
は
、
参
加
し
て

皆
様
の
お
め
に
か

か
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い

ま
す
。

パークゴルフでの
ホールインワン記念

私
が
初
め
て
学
習
院
大
学
の
門
を
く
ぐ
っ
た
の
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
二
年
後
に
控
え
新
幹
線
や
高
速
道
路
の
建

設
な
ど
日
本
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
昭
和
37
年
で

し
た
。
当
時
テ
レ
ビ
が
全
国
で
一
千
万
台
を
突
破
し
、
い
よ

い
よ
テ
レ
ビ
時
代
到
来
と
い
う
時
期
で
し
た
が
ま
だ
ラ
ジ
オ

へ
の
依
存
度
も
高
く
、
我
が
放
送
研
究
部
も
ラ
ジ
オ
放
送
を

主
体
と
し
た
活
動
で
し
た
。
当
時
放
研
は
「
ド
ラ
マ
課
」
「
報

道
課
（
ア
ナ
ウ
ン
ス
）
」
「
技
術
課
」
「
放
送
文
化
研
究
課
」
の

4
部
門
に
分
か
れ
4
0
¥
5
0
名
程
の
部
員
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
年
に
何
回
か
ド
ラ
マ
等
を
作
成
し

皆
で
講
評
す
る
モ
ニ
タ
ー
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
大
学

に
は
ス
タ
ジ
オ
が
無
か
っ
た
の
で
東
銀
座
に
あ
っ
た
東
北
放

送
の
ス
タ
ジ
オ
を
借
り
収
録
し
て
い
ま
し
た
。
前
号
で
大
放

連
「
ド
ラ
マ
コ
ン
ク
ー
ル
」
優
勝
と
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た

が
、
私
た
ち
も
3
年
の
時
、
大
放
連
主
催
「
録
音
構
成
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
出
品
し
、
強
豪
慶
応
、
早
稲
田
等
を
抑
え
見
事

優
勝
、
京
都
立
命
館
大
学
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で
は
入
賞

こ
そ
逃
し
た
も
の
の
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
作
品
は
当
時
の
大
学
の
外
国
語
教
育
の
在
り
方
に
焦
点
を

合
わ
せ
「
こ
れ
で
良
い
の
か
外
国
語
教
育
」
と
題
し
録
音
を

交
え
構
成
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
一
番
楽

し
か
っ
た
の
は
信
州
の
菅
平
等
で
行
わ
れ
た
夏
合
宿
で
し

た
。
こ
れ
に
は
O
B
の
先
輩
方
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
朝
の
発
声
練
習
、
昼

間
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
夜
の
懇
親
会
と
実

に
充
実
し
た
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
思
え
ば
懐
か
し
い
思
い
出
と
な
っ

て
脳
裏
を
か
す
め
ま
す
が
、
学
習
院
で

良
か
っ
た
、
放
送
研
究
部
に
入
っ
て
良

か
っ
た
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

夏合宿朝の発声練習風景

_, — 
2018年10月6日（土）第 7回目の「遊ゆうプロデュース」を実施、 17名が参

加しました。

今回は、穴守稲荷神社を間近に臨む、ヤマト運輸の24時間稼働をしている、

日本最大級物流施設 「羽田クロノゲート」を見学しました。

「羽田クロノゲート」は、近接する羽田空港やトラックでの移送による成田

空港からの飛行機便、 JR貨物、陸運による長距離輸送で、国内外の各地を

結ぶとともに、東京近郊の貨物集配の核となるベースヘの集配を効率的に行

うための一大物流基地となっています。

施設見学では、その機能の紹介と実際に搬入された術物が高度に自動化され

たシステムにより、非常に索早く正確に仕分けされる様子に鵞かされました。

見学後は、近接するホテルJALシティ羽田のカフェダイニング 「HARUHORO」

にて洋食ランチコースに舌鼓をうち散会となりました。

0

向
橋
勝
彦
（
昭
和
41
年
卒
）

吋
た
ち
の
時
代

;
晶
]

平成30年10月6日（土）

担当プロデューサー：泉本和彦（昭和58年卒）
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⑥年会費凍結のお知らせ⑥

昨年の 「春秋第8号」でご案内したとお

り、令和元年度の年会費は春秋会運営状況

を鑑み、事務局判断により凍結し徴収をし

ておりません。
FacebookとインターネットHP紹介................................................................................................................................ 

春秋会では、公式フェイスブックのページを開設しています。また、学

習院桜友会 HPの輔仁会OBOG会ページ内にも、活動の様子をその

時々にアップしていますので、ぜひ、一度ご覧ください。

インターネットで「学習院 春秋 」と検索すると、どちらも紹介されます。

なお、インターネット HPについて、輔仁会OBOG会の放送研究部春

秋会のページ (http://gakushuin-ouyukai-obog.jp/archives/

category/syunju_kai)の最ド部の 【過去の投稿】には、春秋会設立

総会やそれ以前のシニア春秋会の記事もありますので、併せてご閲覧

いただきますよう、ご案内申し上げます。

開
催
場
所

開
催
日
時

来
年
3
月
下
旬
頃
正
式
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、
予
め
ご

予
定
い
た
だ
き
た
く
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
し
た
。

来
年
度
の
春
秋
会
総
会
・
懇
親
会
の
お
知
ら
せ

（
今
年
の
開
催
と
同
じ
会
場
で
す
）

学
習
院
大
学
中
央
教
育
研
究
棟
12
階

2
0
2
0
年
5
月
9
日
（
土
）

正
午

i
午
後
2
時
30
分

学
習
院
目
白
倶
楽
部

2
0
2
0
年
度
の
春
秋
会
総
会
・
懇
親
会
の
日
程
が
決
ま
り

昨年までに 7回の開催を重ねてまいりました、

遊ゆう produceは、誠に恐縮ですが、参加人数の

低下傾向や参加者の固定化といった現状を踏まえ

本年の開催を見送らせていただきます。開催を楽

しみにされていた方につきましては誠に申し訳ご

ざいませんが、事情をご理解賜りますよう、お願

い申し上げます。なお、今後につきましては企画

の内容、実施方法等を再検討レ、あらためてこ案

内いたします。

゜
こ翌し
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／ク

[
`
面
]
亘
直

~
昨

年
と
は
打
っ
て
変
り
、
梅
雨
明
け
が
大
幅
に
遅

~

~
く
な
っ
た
今
年
の
夏
で
す
が
、
そ
の
後
の
急
激
な
温

~

~
度
上
昇
に
体
調
が
つ
い
て
い
か
ず
、
寝
苦
し
い
夜
が

~

~

続
い
て
お
り
ま
す
。

~
さ
て
、

今
年
の
総
会
で
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

~

~
新

会
長
の
下
、
新
た
な
メ
ン
バ

ー
が
加
わ
っ
て
の
運
~

~

営
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
充
実
し
た
活
動
を

~

~
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す

。

~

来
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

~

~
ク
の
開
催
が
あ

り
記
憶
に
残
る
年
と
な
り
ま
す
が
、

~

~

春
秋
会
も
第

1
0回
の
総
会
を
迎
え
る
節
目
の
年
と
な

~

~
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
春
秋
~

~
会
活
動
へ
の
一
層
の
ご
理
解

・
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ

~

~
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
~

（
飯
野
裕
之
）
~

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

会
員
は

1
3
6
名

(
2
0
1
9
年
8
月
1
日
現
在
）

《
訃
報
》

去
る
本
年
5
月
12
日
に
春
秋
会
会
員
八
田
辰
夫
様

（
昭
和
55
年
卒
）
が
ご
病
気
の
為
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。




